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(57)【要約】
　本発明に係る可搬式超音波診断撮像システム（60）は
可搬式ＰＣシステムのアーキテクチャに基づく。ラップ
トップ型又はノート型コンピュータ等の標準的な可搬式
ＰＣシステムが可搬式超音波システムを収容する。ＰＣ
システムのＣＰＵがユーザインターフェース制御と可搬
式システムのディスプレーとをインターフェース接続す
る。超音波プローブ（10）は、例えば付属装置用部分又
は付属装置用カードスロット等の可搬式ＰＣシステムの
筐体内に配置されるプローブインターフェースによって
、ＰＣシステムのＣＰＵに接続される。プローブインタ
ーフェースは、例えばＵＳＢ接続又はＰＣＭＣＩＡ接続
などの標準的なＰＣインターフェースによってＰＣシス
テムに接続される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体、平面ディスプレー、ディスクドライブ、ＲＡＭ、中央プロセッサ、複数のパーソ
ナルコンピュータ制御具、及び電源を含む可搬式パーソナルコンピュータシステムであり
、前記筐体は周辺装置又はインターフェース用の筐体区画を含む、可搬式パーソナルコン
ピュータシステム；
　前記筐体区画に配置される超音波プローブインターフェース；
　前記超音波プローブインターフェースに結合される超音波プローブ；及び
　前記超音波プローブインターフェースを前記中央プロセッサに結合させるパーソナルコ
ンピュータインターフェース；
　を有する電池駆動の可搬式超音波診断撮像システム。
【請求項２】
　前記パーソナルコンピュータインターフェースはシリアルデータインターフェースを有
する、請求項１に記載の電池駆動の可搬式超音波診断撮像システム。
【請求項３】
　前記シリアルデータインターフェースはＵＳＢインターフェースを有する、請求項２に
記載の電池駆動の可搬式超音波診断撮像システム。
【請求項４】
　前記パーソナルコンピュータインターフェースはパラレルデータインターフェースを有
する、請求項１に記載の電池駆動の可搬式超音波診断撮像システム。
【請求項５】
　前記パラレルデータインターフェースはＰＣＭＣＩＡインターフェースを有する、請求
項４に記載の電池駆動の可搬式超音波診断撮像システム。
【請求項６】
　前記超音波プローブインターフェースは前記超音波プローブによる超音波画像データの
収集を制御する収集回路を有する、請求項１に記載の電池駆動の可搬式超音波診断撮像シ
ステム。
【請求項７】
　前記筐体区画はＰＣＭＣＩＡスロット及び付属装置用区画の１つ以上を有し；且つ
　前記収集回路は前記ＰＣＭＣＩＡスロット及び付属装置用区画の１つ以上に配置される
；
　請求項６に記載の電池駆動の可搬式超音波診断撮像システム。
【請求項８】
　前記画像データ収集回路はアナログ回路及びデジタル回路の双方を有する、請求項６に
記載の電池駆動の可搬式超音波診断撮像システム。
【請求項９】
　前記アナログ回路は第１のプリント回路基板上に配置され、且つ前記デジタル回路は第
２のプリント回路基板上に配置される、請求項８に記載の電池駆動の可搬式超音波診断撮
像システム。
【請求項１０】
　前記第２のプリント回路基板は或る筐体区画内に配置され、そこで前記パーソナルコン
ピュータインターフェースに結合される、請求項９に記載の電池駆動の可搬式超音波診断
撮像システム。
【請求項１１】
　前記第２のプリント回路基板はＰＣＭＣＩＡスロット内に配置される、請求項１０に記
載の電池駆動の可搬式超音波診断撮像システム。
【請求項１２】
　前記第２のプリント回路基板は或る筐体区画内に配置され、そこで前記可搬式パーソナ
ルコンピュータシステムのＵＳＢポートに接続される、請求項１０に記載の電池駆動の可
搬式超音波診断撮像システム。
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【請求項１３】
　前記第１のプリント回路基板は前記可搬式パーソナルコンピュータシステムの前記筐体
の付属装置用区画内に配置される、請求項９に記載の電池駆動の可搬式超音波診断撮像シ
ステム。
【請求項１４】
　前記パーソナルコンピュータインターフェースは前記アナログ回路、前記デジタル回路
、及び前記超音波プローブに電力を供給する、請求項８に記載の電池駆動の可搬式超音波
診断撮像システム。
【請求項１５】
　前記パーソナルコンピュータインターフェースはＵＳＢ接続を含み；且つ
　前記超音波プローブは前記ＵＳＢ接続によって電力を供給される、請求項１に記載の電
池駆動の可搬式超音波診断撮像システム。
【請求項１６】
　前記パーソナルコンピュータインターフェースはＰＣＭＣＩＡ接続を含み；且つ
　前記超音波プローブは前記ＰＣＭＣＩＡ接続によって電力を供給される、請求項１に記
載の電池駆動の可搬式超音波診断撮像システム。
【請求項１７】
　前記超音波プローブは振動子アレイ、及び該振動子アレイの素子に結合されたビームフ
ォーマの回路の少なくとも一部分を含む、請求項１に記載の電池駆動の可搬式超音波診断
撮像システム。
【請求項１８】
　前記超音波プローブインターフェースは、前記超音波プローブのビームフォーマ回路に
結合された前記ビームフォーマの回路の少なくとも一部分を含む、請求項１７に記載の電
池駆動の可搬式超音波診断撮像システム。
【請求項１９】
　前記超音波プローブインターフェースに含まれる前記ビームフォーマの回路の前記一部
分は、送信ビームフォーマ回路及び受信ビームフォーマ回路の少なくとも一方を有する、
請求項１８に記載の電池駆動の可搬式超音波診断撮像システム。
【請求項２０】
　前記複数のパーソナルコンピュータ制御具はキーボード及びグラフィック指示装置を含
む、請求項１に記載の電池駆動の可搬式超音波診断撮像システム。
【請求項２１】
　前記超音波プローブインターフェースは前記筐体区画内に接続され、且つ該インターフ
ェースの一部分は該筐体区画から延在している、請求項１に記載の電池駆動の可搬式超音
波診断撮像システム。
【請求項２２】
　前記平面ディスプレーは更にタッチスクリーン式ディスプレーを有する、請求項１に記
載の電池駆動の可搬式超音波診断撮像システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断撮像システムに関し、具体的には、パーソナルコンピュータのア
ーキテクチャに基づく可搬式超音波システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　半導体デバイスが一層と小型化され、ますます多くの機能を果たすことができるように
なるに連れ、ますます小型の超音波撮像装置を作り出すことが可能になりつつある。この
サイズの縮小は、当初、卓上型装置でかなりの処理能力をもたらすパーソナルコンピュー
タ（ＰＣ）によって可能にされた。特許文献１（Vara等）は、卓上型超音波システムの中
心としてＰＣを用いる最も初期の試みの１つを示している。特許文献１の図６は、標準的
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なＰＣのプリント回路基板と超音波画像走査変換を実現する専用のプリント回路基板とを
収容するデスクトップＰＣの筐体を示している。使用される振動子プローブは、振動子又
はミラーを機械的に振動させることによって画像領域全体にビームを導くものであり、そ
れによりビームフォーマが不要にされている。振動子プローブの信号処理及び機械的制御
システムは、ＰＣの筐体内の走査変換用基板に差し込まれる外部ユニット1120に収容され
ている。特許文献２（Daigle）は、ビームフォーマチャネル用のプリント回路基板を拡張
カードとして標準的なＰＣアーキテクチャに追加することによって、電子的に走査された
振動子プローブをＰＣベースの設計に統合することが可能な方法を示している。
【０００３】
　これら２つの特許文献はデスクトップ型のＰＣに基づく超音波システムを示しているも
のの、より小型で、より可搬性に優れた超音波システムは、一般に、独自仕様のシステム
アーキテクチャと既製のＰＣ部品ではないプリント回路基板とに基づいている。最もコン
パクトな設計は、このような専ら超音波機能に向けられた独自仕様の設計によりもたらさ
れる。このような設計の典型例は、特許文献３（Chiang等）の図３１－３５、特許文献４
（Chiang等）の図１－４、特許文献５（Wing等）の図２、特許文献６（Holmberg等）の図
１ｃ、特許文献７（Smith等）の図３－４、及び特許文献８（Grunwald等）の図２０に示
されている。しかしながら、このような専用の設計は、特別に設計・製造され、典型的な
パーソナルコンピュータ部品より少量しか製造されないので高価になる。
【特許文献１】米国特許第６０６３０３０号明細書
【特許文献２】米国特許第５７９５２９７号明細書
【特許文献３】米国特許第５６９０１１４号明細書
【特許文献４】米国特許第５７２２４１２号明細書
【特許文献５】米国特許第６４４７４５１号明細書
【特許文献６】米国特許出願公開第２００４／０１５０９６３号明細書
【特許文献７】米国特許出願公開第２００４／０１７９３３２号明細書
【特許文献８】米国特許出願公開第２００４／０１３８５６９号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、可搬性があり、且つ標準的なＰＣ部品及びシステムアーキテクチャを広く使
用するＰＣベースの超音波システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明原理に従った可搬式超音波システムは、可搬式ＰＣシステムのアーキテクチャに
基づく。可搬式超音波システムは、例えばラップトップ型又はノート型のＰＣ等の、部分
的に変更された可搬式ＰＣを有する。この可搬式システムは、例えばＵＳＢ又はＰＣＭＣ
ＩＡポートなどの標準的なシリアル又はパラレルＰＣポートにインターフェース接続され
た収集回路によって電子的に操作される複数素子型の振動子アレイを用いて走査する。収
集回路は、可搬式ＰＣのディスクドライブ又は電池用の区画のような付属装置用部分に配
置されるＰＣＭＣＩＡモジュール又は回路として統合されることによって、可搬式ＰＣに
一体化されることが可能である。このような可搬式システムは標準的な可搬式ＰＣアーキ
テクチャ、筐体、及びインターフェースプロトコルに実質的に基づくので安価になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　先ず図１を参照するに、本発明原理に従って構築された超音波診断撮像システムがブロ
ック図の形態で示されている。超音波プローブ10は、振動子素子アレイ12の圧電素子から
の超音波を送信・受信する。撮像領域上に超音波ビームを導き、焦点を合わせるように、
人体の平面領域を撮像する場合、素子の１次元（１Ｄ）アレイが使用されてもよく、人体
のボリューム領域を撮像する場合には素子の２次元（２Ｄ）アレイが使用されてもよい。
送信ビームフォーマがアレイの素子を作動させて超音波を対象に送信させる。超音波の受
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信に応答して生成された信号は受信ビームフォーマ14に結合される。このビームフォーマ
は個々の振動子素子からの信号を遅延させ且つ結合させ、コヒーレントなビーム形成され
たエコー信号を形成する。プローブは、３Ｄ撮像のための２Ｄアレイを含んでいる場合、
米国特許第６７０９３９４号明細書に記載されているように、振動子素子の関連グループ
（“パッチ”）からの信号を結合させることによって該プローブ内で部分的なビーム形成
を行う微小ビームフォーマ（microbeamformer）を含んでいてもよい。その場合、微小ビ
ーム形成された信号が、ビーム形成（beamforming）処理を完了させるシステム内の主ビ
ームフォーマ14に結合される。
【０００７】
　ビーム形成されたエコー信号は、所望の情報に従って信号を処理する信号プロセッサ16
に結合される。例えば、信号はフィルタリングされてもよく、且つ／或いは高調波信号が
処理のために分離除去されてもよい。処理された信号は関心ある情報を検出する検出器18
に結合される。Ｂモード撮像では、通常は振幅検出が使用され、スペクトルドップラー撮
像及びカラードップラー撮像では、ドップラーシフト又は周波数が検出され得る。検出信
号は走査変換器20に結合され、そこで、一般にデカルト座標系で、所望の表示様式に調整
される。使用される一般的な表示様式は、扇形（sector）、直線、平行四辺形の表示様式
である。走査変換された信号は、例えば持続性（persistence）処理などの更なる所望処
理のために画像プロセッサに結合される。走査変換器（scan　converter）は一部の画像
処理では迂回されてもよい。例えば、３Ｄデータセット上での直接的な処理によって３Ｄ
画像データが画像プロセッサによりボリューム表示されるとき、走査変換器はバイパスさ
れてもよい。結果的に得られた２次元又は３次元の画像は、画像メモリ24に一時的に記憶
され、そこから表示プロセッサ26に結合される。表示プロセッサは、システムの画像ディ
スプレー28又は可搬式システムの平面ディスプレー38上に画像を表示するために必要な駆
動信号を生成する。表示プロセッサはまた、グラフィックプロセッサ30からの例えばシス
テム構成及び動作情報、患者識別データ、及び画像収集日時などの図形情報に、超音波画
像を重ね合わせる。
【０００８】
　中央制御器40はユーザインターフェースからのユーザ入力に応答し、該中央制御器から
ビームフォーマ14、信号プロセッサ16、検出器18、及び走査変換器20へと引かれた矢印、
並びにシステムのその他の部分を指し示す矢印42によって示されるように、超音波システ
ムの様々な部分の動作を調整する。ユーザ制御パネル44が中央制御器40に結合されるよう
に示されており、それにより、操作者は中央制御器による応答のための命令及び設定を入
力する。中央制御器40はまた交流電源32に結合されており、可搬式超音波システムがドッ
キングステーションにドッキングされたときに、該可搬式システムの電池36を充電する電
池充電器34に電力供給させる。
【０００９】
　中央制御器40はまた、該中央制御器への“ドッキング／非ドッキング”入力により示さ
れるように、可搬式超音波システムがドッキングされているか否かを差し示す信号に応答
する。この信号は、ドッキング／非ドッキングボタン、可搬式システムがドッキングされ
ているか否かで状態を変化させるスイッチ、又はその他の好適なドッキング／非ドッキン
グ状態のセンサーを操作者が押すことによって供給され得る。可搬式超音波システムがド
ッキングステーションにドッキングされていることが中央制御器に通知されると、中央制
御器はユーザ制御パネル44からの入力に応答して、ドッキングステーションのディスプレ
ー28上に画像を表示させる。ドッキング中、中央制御器はまたグラフィックプロセッサ30
を制御し、ユーザ制御パネル44の制御具の制御機能を再現する如何なるソフトキー制御に
ついても、その表示を省略する。中央制御器は交流電源32及び充電器34に、可搬式超音波
システムがドッキングされているとき、電池36を充電し、且つ／或いはドッキングされた
可搬式システムにドッキングステーションの電源から電力供給するように命令してもよい
。
【００１０】
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　可搬式超音波システムがドッキングされていないことが中央制御器に通知されると、こ
れらの制御の特徴は異なったものにされる。この場合、ドッキングステーションの制御パ
ネル44からユーザ命令が受け取られないことは制御器に知られている。制御器は、この場
合、超音波信号経路により生成された超音波画像とともに、制御パネル44の制御の一部又
は全てを、必要時に、可搬式システムのディスプレー38に表示させる。交流電源32及び充
電器34はドッキングステーションに常駐するサブシステムであり、もはや制御されない。
プローブは、この場合、ドッキングステーションのコネクタを介してではなく、可搬式シ
ステムのプローブコネクタを介して制御されることになる。可搬式超音波システムは完全
に独立型の超音波システムとして動作可能である。
【００１１】
　故に、この実施形態において、図１の構成要素の区分けは以下のようになることがわか
る。中央制御器40、ビームフォーマ14、信号プロセッサ16、検出器18、走査変換器20、画
像プロセッサ22、画像メモリ24、表示プロセッサ26、グラフィックプロセッサ30、平面デ
ィスプレー38及び電池36は可搬式超音波システム側にある。制御パネル44、ディスプレー
28、交流電源32及び充電器34はドッキングステーション側にある。他の実施形態において
は、これらのサブシステムの区分けは設計目標に応じて、これとは異なるように為されて
もよい。
【００１２】
　図２Ａ及び２Ｂは、本発明原理に従って構築されたドッキングステーション50及び可搬
式超音波システムの２つの実施形態を例示している。このドッキングステーション50は、
従来のカート型超音波システムとかなり似通っており、ユーザ制御パネル44を調整可能支
持体46上に支持するベースユニット52を備えている。支持体46は様々なユーザに快適さを
提供するように制御パネルの高さを上下させることができる。ディスプレー28は制御パネ
ル44の上方に取り付けられており、好ましくは調整可能な支持体48上に取り付けられてい
る。この目的を果たす調節可能な支持体については米国特許出願第６０／５４２８９３及
び国際出願第ＩＢ２００５／０５０４０５に明確に記載されている。ベースユニット52は
、超音波システムが使用する例えばプリンター、ディスクドライブ及びビデオ録画機など
の周辺装置を収容している。ドッキングステーション50は検査室内や患者用ベッドの脇ま
で車輪54で転がされることができる。ベースユニットはまた交流電源32及び電池充電器34
を収容している。ベースユニットはまた超音波システムをデータネットワークに接続する
接続を有していてもよい。
【００１３】
　ベースユニット52は前面に、可搬式超音波システム60が配置され得る包囲部58を有して
いる。可搬式超音波システム60が包囲部58に挿入されると、可搬式システム60のコネクタ
がドッキングステーションの対を為すコネクタに嵌合される。この嵌合により、可搬式シ
ステムの中央制御器40に供給される“ドッキング”制御信号が直接的あるいは間接的にも
たらされる。コネクタはまた制御パネル44、ディスプレー28、及び交流電源32への必要な
接続とともに、可搬式システムの電池36の充電器34への接続を提供する。このコネクタ又
は他のコネクタはまた、可搬式システムをドッキングステーションの１つ又は複数のプロ
ーブコネクタ56に接続してもよい。他の例では、プローブは、可搬（ポータブル）モード
にあるとき、プローブコネクタが可搬式システム60のプローブコネクタと直接的に嵌合す
ることを可能にするベースユニット52側部の開口部によって、可搬式システムに直接的に
接続されてもよい。
【００１４】
　図２Ｂにおいて、可搬式超音波システム60は、該可搬式超音波システムの外表面に位置
する表示画面を備えたノート型ＰＣの形態をしている。この構成において、可搬式超音波
システム60は図２Ａのディスプレー28の位置に搭載され、そのディスプレー38は可搬式シ
ステムがドッキングステーション50にドッキングされた時に使用されるディスプレーとな
る。ドッキングは、可搬式超音波システムを支持体48のコネクタに取り付けることによっ
て為される。可搬式超音波システムは、故に、支持体48内を通り抜ける導体によってドッ
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キングステーション50と交信できる状態にある。この図では、可搬式超音波システムのプ
ローブコネクタ156は可搬式システム60の側面に示されている。プローブはこれらのコネ
クタ156、又は存在する場合にはドッキングステーションのベースユニット52のコネクタ
に接続されることができる。
【００１５】
　本発明の一実施形態において、超音波プローブは米国特許第６３７５６１７号明細書（
Fraser等）及び米国特許第５９９７４７９号明細書（Savord等）に記載されているような
マトリックスアレイ型プローブを有する。マトリックスアレイ型プローブは振動子アレイ
だけでなく、プローブによって受信される信号のビーム形成の少なくとも一部を実行する
微小ビームフォーマ回路をも含んでいる。マトリックスアレイ型プローブはまた、ボリュ
ーム領域、又はボリューム領域を占める幾つかの平面、の何れかの画像群である３次元撮
像を行い得る２次元アレイ振動子を効率的且つコンパクトに使用することが可能である。
ビーム形成の一部がプローブにて行われるとき、マトリックス型プローブが接続されて動
作する超音波システムに課される処理負荷が軽減される。
【００１６】
　図３Ａは、ラップトップ型ＰＣの従来パッケージを利用した可搬式超音波システム60の
一実施形態を示している。ラップトップ型ＰＣの処理能力と既存パッケージとを活用する
ことにより専用の実装部品は不要となるので、可搬式システムのコストが削減される。信
号処理の殆ど、表示処理の全て、及びユーザインターフェース制御は、可搬式ＰＣ装置の
マイクロプロセッサと、例えばＲＡＭ、ネットワーク及び周辺接続及びディスクドライブ
等のその付随部品とを用いて実行されることが可能である。可搬式ＰＣの電源は、超音波
プローブを含む可搬式超音波システム全体に電力供給することができる。画像はユーザイ
ンターフェース用のソフトキーとともに、可搬式ＰＣ装置60の平面ディスプレー38上に表
示されることが可能である。標準的なＰＣ装置制御のキーボード及び指示装置は、可搬式
超音波システムを制御するように適応されることができる。さらに、ラップトップ型ＰＣ
をドッキングステーションにインターフェース接続するコネクタは十分に開発されており
且つ商業的に入手可能であるので、システム開発のコストが削減される。ラップトップ型
ＰＣパッケージにて実現されるとき、ラップトップ型ＰＣの従来からのキーボード及び制
御具162が、ラップトップ型キーボードに一般に一体化されているタッチパッド又は手動
操作式指示装置を含めて使用され得る。可搬式超音波システムのディスプレー38は、タッ
チスクリーン式ディスプレーに少なくとも部分的にあるいは全体的に変更され得るラップ
トップ型ＰＣの従来からの平面ディスプレー38によって設けられる。
【００１７】
　可搬式超音波システムに関するラップトップ型又はノート型のＰＣパッケージの他の利
点は、マトリックスアレイ型プローブ又は１Ｄアレイプローブへのインターフェース接続
に都合が良いことである。図３Ｂは、第１のこのようなインターフェースをブロック図の
形態で示している。このプローブインターフェースは、左側の縦方向の破線202及び右側
の縦方向の破線206によって境界されている。破線202の左側はマトリックスアレイ型プロ
ーブであり、該プローブは矢印によって示された信号線に接続されている。破線206の右
側はラップトップ型又はノート型のＰＣシステムである。図３Ｂの実施形態において、こ
のインターフェースは、破線206の右側に示されたＵＳＢデータライン及びＵＳＢ直流（
電力）ラインを含むＵＳＢ接続の標準ライン群に接続されている。故に、この実施形態の
超音波プローブは標準ＵＳＢインターフェースによって可搬式ＰＣに接続されているので
、ＰＣへのインターフェースのコスト及び複雑性が低減される。
【００１８】
　プローブ－ＰＣ間インターフェースは２つの領域のデータ回路に分割され得る。破線20
4－206間の領域は、必要に応じてデジタル回路モジュールとして製造されるデジタル回路
の領域である。破線202－204間の領域は、必要に応じてアナログ回路モジュールとして製
造されるアナログ回路の領域と見ることができる。他の例では、双方のモジュールは共通
のプリント回路基板上に製造されてもよい。このような１つ又は複数の基板は、標準的な
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ラップトップ型ＰＣの例えば追加の電池又はディスクドライブ用部分などの区画に都合良
く配置されることが可能である。故に、このインターフェースは、プローブと可搬式ＰＣ
との間で使用される別個のモジュールボックスとしてではなく、ラップトップ型ＰＣのケ
ース内に配置されるモジュールとして実現され得る。
【００１９】
　ＵＳＢ直流（ＤＣ）ラインは電力制御回路212に結合されており、電力制御回路212は直
流電力をデジタル電力回路214及びアナログ電力回路216に分配する。デジタル電力回路21
4はデジタルモジュールのデジタル部品群に電力を分配する。該デジタル部品群には、こ
の実施形態では、ＵＳＢマイクロコントローラ210、並びに収集コントローラＦＰＧＡ220
及びその付属部品である例えばＲＡＭ222が含まれる。ＵＳＢマイクロコントローラ210は
、ＵＳＢデータライン上で可搬式ＰＣと、そしてデータライン、クロックライン及び制御
ライン上でＦＰＧＡ220と、ＵＳＢデータを交換する。ＵＳＢマイクロコントローラは、
ＦＰＧＡと可搬式ＰＣとがＵＳＢポートを介して交信するための手段である。収集コント
ローラＦＰＧＡ（フィールド・プログラマブル・ゲートアレイ）は、例えば送信及び受信
ビーム形成、フィルタリング、復調、高調波分離、及び必要に応じて且つ十分なＦＰＧＡ
回路を仮定して、振幅及び／又はドップラー検出などの、可搬式超音波システムの超音波
収集機能の殆ど又は全てを実行するプログラム可能なハードウェアデバイスである。
【００２０】
　アナログモジュール内にて、デジタルモジュールのアナログ電力回路216は電力調整回
路240に結合されており、電力調整回路240はアナログモジュールの構成要素に電力を分配
するとともに、プローブの電力分配回路に電力を供給するように接続されている。ＦＰＧ
Ａ220はマトリックスアレイ型プローブの微小ビームフォーマへのビームフォーマ（BF）
データ及びクロック信号をライン230及び232上で供給する。この実施形態においては、こ
れらのラインはアナログモジュールを通過してプローブと接続している。プローブの振動
子素子用の両極性信号は、ＦＰＧＡ220からライン228を介して供給され、増幅器252によ
って増幅され、そして送信／受信（T/R）スイッチ250によってプローブに結合される。プ
ローブの振動子素子によって受信された超音波信号は、微小ビーム形成され、増幅され、
そして送信／受信スイッチ250を介してＴＧＣ増幅段248に結合される。増幅されたＴＧＣ
信号はアナログ－デジタル変換器（ＡＤＣ）244によってデジタル化され、ライン226を介
してＦＰＧＡにデジタル的に結合される。ライン224上のＴＧＣ信号は、ＴＧＣ用ＤＡＣ2
42によってアナログ信号に変換され、その後、ＴＧＣ増幅段248と、増幅器246によってプ
ローブの増幅率制御回路とに分配されるが、ＴＧＣ制御はまた該ＴＧＣ信号によってもた
らされる。ＴＧＣ制御の一部はまた、ＦＰＧＡ220内でデジタル的に実行されてもよい。
【００２１】
　典型的な構成において、プローブ内の何ダース又は何百という振動子素子によって受信
される超音波は先ず微小ビーム形成され、より少ない数の超音波信号チャネル、例えば１
６又は３２個のチャネル、に組み合わされる。これら１６又は３２チャネルの最終的なビ
ーム形成は、１６チャネル又は３２チャネルの受信ビームフォーマとしての構成用にプロ
グラムされているとき、ＦＰＧＡ220によって実行されてもよい。最終ビーム形成された
ライン信号は、上述のようにＦＰＧＡにて他の信号処理を施されてもよく、画像処理及び
可搬式超音波システムのディスプレー38上での表示のためにＵＳＢインターフェース上で
可搬式ＰＣに結合される。可搬式超音波システムは、例えば本願と同日出願の「ドッキン
グステーションを備えた可搬式超音波診断撮像システム（PORTABLE　ULTRASONIC　DIAGNO
STIC　IMAGING　SYSTEM　WITH　DOCKING　STATION）」という発明名称の米国特許出願に
記載されているようなユーザインターフェースによって制御される。可搬式超音波システ
ム60がドッキングステーション50にドッキングされると、プローブは、ドッキングステー
ションと可搬式超音波システムとの間の接続用コネクタによるドッキングステーションの
プローブコネクタ56（存在する場合）とアナログモジュールとの間のマルチプレクサによ
ってアナログモジュールに接続され得る。ドッキングされたとき、超音波システムは接続
用コネクタに結合された制御具群を有する制御パネル44によって制御され、超音波画像が
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【００２２】
　図４Ａは、再び、可搬式ＰＣとして実現された可搬式超音波システム60を例示している
。この実施形態において、収集システムと可搬式ＰＣとの間のデジタル通信は、シリアル
データインターフェースではなくパラレルデータインターフェースによる。この実施形態
は、図４Ｂに示されるように、ＦＰＧＡ220と可搬式ＰＣとの間のＰＣＭＣＩＡインター
フェースを用いて構成される。大抵の可搬式ＰＣはＰＣの筐体内にＰＣＭＣＩＡカード用
のコネクタスロットを有している。このことは、破線204と206との間のデジタルモジュー
ルは、そのようなスロット内に配置され且つそのＰＣＭＣＩＡインターフェースにより可
搬式ＰＣと直接的に通信するＰＣＭＣＩＡカードとして製造され得ることを意味する。必
要に応じて、このモジュールは、無線ネットワーク受信器カードのアンテナがカードスロ
ットから延在しているのと同様に、スロット内に収容されることができない部品をスロッ
トから延在するモジュール部分に配置して、カードスロットから延在していてもよい。故
に、可搬式ＰＣと通信するための専用パラレルデジタルインターフェースが開発される必
要はない。アナログモジュールは同様のスロット内に配置されてもよいし、可搬式ＰＣの
付属装置用部分に配置されてもよい。
【００２３】
　ＰＣＭＣＩＡインターフェースは、可搬式ＰＣのアドレスライン及びデータラインに接
続されるＰＣＭＣＩＡマイクロコントローラ260を含んでいる。ＰＣＭＣＩＡコマンドセ
ットと、一方の論理側のインターフェース及び例えばＦＰＧＡ220、Ｉ２Ｃチャネル若し
くは同様のデバイスに一般化された他方の論理側のインターフェースをサポートするよう
に特定のハードウェア及びファームウェアが統合された、例えば８０５１等の標準的なマ
イクロコントローラが使用され得る。このマイクロコントローラはＰＣのＰＣＭＣＩＡポ
ートと収集用プロセッサとの間のインターフェース及びデータ変換器として機能する。Ｐ
ＣＭＣＩＡインターフェースの直流（ＤＣ）導体は直流電力を電力制御回路212に供給す
るように結合されている。故に、ＦＰＧＡ220はＰＣＭＣＩＡインターフェースを介して
、可搬式ＰＣからプログラム及びデータを受け取り、且つ収集された超音波データを表示
のために可搬式ＰＣに転送するように通信することが可能である。ラップトップ型又はノ
ート型ＰＣの生来のＰＣインターフェースを使用することにより、高価でなく且つ利便性
よく実装可能な超音波システム60を製造することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明原理に従って構築された超音波診断撮像システムを例示するブロック図で
ある。
【図２Ａ】本発明原理に従ったカート型ドッキングステーションにドッキングされた可搬
式超音波システムの一実施形態を例示する図である。
【図２Ｂ】本発明原理に従ったカート型ドッキングステーションにドッキングされた可搬
式超音波システムの一実施形態を例示する図である。
【図３Ａ】本発明に係る可搬式超音波システムの収集サブシステムの一実施形態を例示す
るブロック図である。
【図３Ｂ】本発明に係る可搬式超音波システムの収集サブシステムの一実施形態を例示す
るブロック図である。
【図４Ａ】本発明に係る可搬式超音波システムの収集サブシステムの他の一実施形態を例
示するブロック図である。
【図４Ｂ】本発明に係る可搬式超音波システムの収集サブシステムの他の一実施形態を例
示するブロック図である。
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摘要(译)

根据本发明的便携式超声诊断成像系统（60）基于便携式PC系统的架
构。诸如膝上型或笔记本电脑的标准便携式PC系统适用于便携式超声系
统PC系统的CPU将用户界面控件与便携式系统的显示器连接。超声波探
头（10）通过探头接口连接到PC系统的CPU，该探头接口布置在便携式
PC系统的壳体中，例如用于附件装置的部件或用于附件装置的卡槽。探
针接口通过标准PC接口连接到PC系统，例如USB连接或PCMCIA连接。
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